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　（１）農林水産物・食品の輸出に関する輸出相手国・地域の基礎データ

航空便 船便
ＥＰＡ
締結

ＴＰＰ
参加国

定着 有望 制約 牛肉 豚肉 鶏肉 鶏卵
さつま
いも

きんか
ん

みかん
類

丸太 製材品 ブリ
カン
パチ

マグロ

韓国 ７４０ｋｍ
（ソウル）

1～2日程度 2日程度 ○ × × × × ○ × × × ○ ◎ ○ ○ ○ ○

中国 ８５０ｋｍ
（上海）

1～2日程度 2～10日程度 ○ × × × × × × × × ○ ◎ ○ ◎ ○ ○

台湾
（台北）

１，１９０ｋｍ
（台北）

3～4日程度
※水産物は
1～2日程度

1週間程度
※畜産物は
2～4週間程度

○ ◎ ◎ × ○ ◎ ◎ ◎ ○ ○ ◎ ◎ ◎ ◎ ○

香港 １，９７０ｋｍ
3～4日程度
※水産物は
1～2日程度

1～2週間程度
※畜産物は
2～4週間程度

○ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ○ ◎ ○ ○ ◎ ◎ ○

タイ ３，６６０ｋｍ
 (バンコク）

3～4日程度 1週間程度 ○ ○ ◎ × × × ◎ ◎ × × ○ ○ ○ ◎ ○ ○

シンガポール ４，４００ｋｍ 1～4日程度 2週間程度 ○ ○ ○ ◎ ◎ × ○ ◎ ◎ ◎ ○ ○ ○ ○ ◎ ◎ ○

アメリカ ９，９３０ｋｍ
（ニューヨーク）

1週間程度
※水産物は
1～2日程度

3～4週間程度 ○ ○ ◎ × × × ◎ × × × ◎ ○ ◎ ◎ ◎ ○

ＥＵ ９，０４０ｋｍ
 （フランス：パリ）

1週間程度
※水産物は
2～3日程度

3～4週間程度 ○ ○ ◎ × × × ◎ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ◎ ○ ○

注１：市場分類の欄の

　　　①「定着市場」：輸入制限が比較的小さく，日本食材の浸透度が高い国・地域

　　　②「有望市場」：日本食材は比較的浸透しており，今後の伸びが期待される国・地域

　　　③「制約市場」：日本食材の認知度は高いが，輸入に関する規制が大きい国・地域

注２：輸出可能の可否の欄の「◎」は本県から既に輸出されている品目，「○」は輸出可能，「×」は輸出不可の品目

切り花

青果物畜産物 水産物

お茶

輸　出　可　能　の　可　否

木材

市場分類

ア

ジ

ア

地

域

欧

米

本県からの
距離

(参考地点)
区　　分

国際連携協定輸出必要日数
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ア　牛　肉

輸出量 輸出額

香　港 516 ｔ 3,683 百万円

　・　外食率が高いため，レストラン等外食産業をターゲットに，ロースやヒレ
　　等の高級部位だけでなく，モモ肉やカタ肉の多様な部位の販売を推進
　・　現地に専門家を派遣し，調理方法（すき焼き，焼き肉等）やカット技術の
    普及を推進
　・　販売指定店制度を活用した販路拡大を推進

アメリカ 121 t 863 百万円

　・　高級牛肉としての和牛が認知されており，主要都市の高級レストランへ，
　　ステーキ用高級部位の販売を推進
　・　ステーキを家庭で消費する文化があることから，高所得者層に向けて，高
　　級スーパーへの販路開拓を推進
　・　現地に専門家を派遣し，調理方法（すき焼き，焼き肉等）やカット技術の
　　普及を推進

シンガポール 83 t 590 百万円

　・　外食率が高いため，レストラン等外食産業をターゲットに，ロースやヒレ
　　等の高級部位だけでなく，モモ肉やカタ肉の多様な部位の販売を推進
　・　現地に専門家を派遣し，調理方法（すき焼き，焼き肉等）やカット技術の
    普及を推進
　・　販売指定店制度を活用した販路拡大を推進

Ｅ　Ｕ 82 t 585 百万円

　・　主要都市の高級レストランを中心に，肉質等級の低い和牛も含めて販路開
　　拓を進めるとともに，既に和牛を取り扱っているレストランを中心にバラ肉
　　やモモ肉の需要を創出
　・　現地に専門家を派遣し，調理方法（すき焼き，焼き肉等）やカット技術の
　　普及を推進

タイ 25 t 179 百万円

　・　レストラン等外食産業をターゲットに，ロースやヒレ等の高級部位だけで
　　なく，モモ肉やカタ肉の多様な部位の販売を推進
　・　現地に専門家を派遣し，調理方法（すき焼き，焼き肉等）やカット技術の
　　普及を推進

台湾 － －

  ・　平成29年9月,牛肉輸出が解禁
　・　レストラン等外食産業をターゲットに，ロースやヒレ等の高級部位だけで
　　なく，モモ肉やカタ肉の多様な部位の販売を推進
　・　現地に専門家を派遣し，調理方法（すき焼き，焼き肉等）やカット技術の
　　普及を推進

その他 42 t 302 百万円

合　計 869 t 6,202 百万円

畜産物

約110～137億円
の内数

（２） 輸出重点品目別戦略

輸　出
相手国・地域

2016年度（平成28年度）
（現状）

2025年（平成37年度）
（目標年度） 取組内容

輸出額

3
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イ　豚　肉

輸出量 輸出額

香　港 187 t 233 百万円

　・　県産豚肉の需要が最も高いため，引き続き，安心・安全な県産豚肉の輸出
　　拡大を推進
　・　「かごしま黒豚」の品質や味についてのＰＲを改めて展開
　・　外食率が高いため，トンカツやしゃぶしゃぶなど日本食レストランをター
　　ゲットに販売を推進

シンガポール 90 t 112 百万円

　・　安心・安全な本県産の豚肉の需要が高いため，引き続き，県産豚肉の認知
　　度向上と輸出拡大を推進
　・　販売指定店制度を活用した販路拡大を推進
　・　外食率が高いため，トンカツやしゃぶしゃぶなど日本食レストランをター
　　ゲットに販売を推進

台　湾 44 t 55 百万円

　・　「かごしま黒豚」の認知度が高く，需要が最も多い国であり，引き続き，
　　安心・安全な「かごしま黒豚」の輸出拡大を推進
　・　販売指定店制度を活用した販路拡大を推進
　・　日本食レストランをターゲットにトンカツやしゃぶしゃぶ等の販売を推進

その他 9 t 11 百万円

合計 330 t 411 百万円

畜産物

約110～137億円
の内数

輸　出
相手国・地域

2016年度（平成28年度）
（現状）

2025年度（平成37年度）
（目標年度） 取組内容

輸出額

3
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ウ　鶏　肉　〈モミジ（鶏足）を含む〉

輸出量 輸出額

香　港 1,377 t 264 百万円

　・　これまで国内で需要の低い鶏足（モミジ）が中心であり，今後，安心・安
　　全な鶏肉の輸出の拡大を推進
　・　唐揚げや焼き鳥などで需要のある日本食レストランをターゲットに販売を
　　推進
　・　価格は高いものの，平成29年本年５月にかごしまブランドに産地指定され
    た「黒さつま鶏」「さつま地鶏」「さつま若しゃも」の３地鶏の品質や味に
    ついてのＰＲを展開

畜産物

約110～137億円
の内数

輸　出
相手国・地域

2016年度（平成28年度）
（現状）

2025年度（平成37年度）
（目標年度） 取組内容

輸出額

3
2



エ　鶏　卵

輸出量 輸出額

香　港 563 t 146 百万円
　・　香港は鶏卵を生で食べる習慣がないことから，安心・安全で生食できる卵
　　であるこのとＰＲを展開

畜産物

約110～137億円
の内数

輸　出
相手国・地域

2016年度（平成28年度）
（現状）

2025年度（平成37年度）
（目標年度） 取組内容

輸出額

3
3



オ　お　茶

輸出量 輸出額

Ｅ　Ｕ 22ｔ 97 百万円

　・　オーガニックでの引き合いが強いことから，有機栽培茶を中心とした輸出
　　拡大を推進。特に健康志向を背景に茶葉を丸ごと摂れる抹茶需要が高まって
　　おり，安心・安全を前面に出した有機抹茶の輸出拡大を推進
　・　貿易の拠点であるドイツを中心に，高所得者層をターゲットに茶専門店へ
　　の販路開拓

アメリカ 29 t 64 百万円

　・　健康志向を背景としたニーズが高く，カフェ等で緑茶，緑茶飲料，抹茶加
　　工品を扱う店舗が増えており，現地デスクを活用した情報収集活動等による
　　販路開拓を推進
  ・　特に，抹茶はラテパウダーや菓子等の加工用を中心に流通しており，多様
　　な需要に対応したバリエーション豊かな商品づくりによる輸出拡大を推進

台　湾 76 t 46 百万円
　・　輸出は増加傾向にあるが，単価は他地域向けと比べて低く，中国産茶との
　　競合があることから，安心・安全で良質な比較的安価な商品の提供に向けた
　　取組を支援

その他 6 t 14 百万円

合　計 133 t 221 百万円

約16～20億円

輸　出
相手国・地域

2016年度（平成28年度）
（現状）

2025年度（平成37年度）
（目標年度） 取組内容

輸出額

うち抹茶：12.8～16億円

うち煎茶： 3.2～ 4億円

3
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カ　さつまいも

輸出量 輸出額

香　港 121 ｔ 37 百万円

　・　植物検疫の制約がなく，輸出は可能
　・　小さいサイズが好まれることから，産地づくりの中で，ニーズに応じた集
　　荷・選別の取組を展開
　・　香港においては「焼き芋」が，あまり知られていないことから，商談等で
　　積極的なＰＲを展開

シンガポール  30 t 11 百万円
　・　植物検疫の制約がなく，輸出は可能
　・　所得が高いことから，富裕層をターゲットとした積極的なＰＲを展開

タ　イ 31 t 10 百万円
　・　植物検疫証明書を添付することで，輸出は可能
　・　日本ブランドの認知度が高く，首都「バンコク」は所得が高いことなどか
　　ら，商談等で積極的なＰＲを展開

台　湾 20 t 7 百万円

　・　残留農薬のポジティブリスト制が導入されており，残留農薬基準が日本国
　　内と異なることから，台湾の基準に合わせた生産を推進
　・　甘みが強く，調理しやすい小サイズのものが好まれることから，産地づく
　　りの中で，ニーズに応じた集荷・選別の取組を展開

合　計 202 t 65 百万円

青果物

約1.6～２億円
の内数

輸　出
相手国・地域

2016年度（平成28年度）
（現状）

2025年度（平成37年度）
（目標年度） 取組内容

輸出額

3
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キ　きんかん

輸出量 輸出額

台　湾 　4 ｔ 6 百万円

　・　残留農薬のポジティブリスト制が導入されており，残留農薬基準が日本国
　　内と異なることから，台湾の基準に合わせた生産を推進
　・　春節・中秋節等の贈答品として，富裕層をターゲットとした積極的なＰＲ
　　を展開

香　港  2.5 t 3 百万円
　・　春節・中秋節等の贈答品として，富裕層をターゲットとした輸出拡大に向
　　けたＰＲを展開
　・　中間層をターゲットとした手頃な価格を訴求した産品の売り込みを推進

シンガポール 0.5 t 1 百万円
　・　所得が高く，果物を好んで食べることから，商談等で県産かんきつ類もあ
　　わせた積極的なＰＲを展開

合　計 7 t 10 百万円

青果物

約1.6～２億円
の内数

輸　出
相手国・地域

2016年度（平成28年度）
（現状）

2025年度（平成37年度）
（目標年度） 取組内容

輸出額

3
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ク　木　材（丸太等）

輸出量 輸出額

中　国 　103 千 1,103 百万円

　・　丸太，製材品等の安定的供給体制の確立を促進
　・　海外バイヤーの招へい等による県産材の認知度向上や付加価値の高い製材
　　品等の輸出拡大に向けたＰＲを展開
　・　鹿児島県産材輸出サポーターと連携した実儒者ニーズ等の把握を促進
　・　競争力のあるスギ・ヒノキ内装材等や，木構造設計規範の改定を見据えた
　　製材品の開発及び普及を推進

韓　国 　4 千 69 百万円

　・　丸太，製材品等の安定的供給体制の確立を促進
　・　海外バイヤーの招へい等による県産材の認知度向上や付加価値の高い製材
　　品等の輸出拡大に向けたＰＲを展開
　・　鹿児島県産材輸出サポーターと連携して実儒者ニーズ等の把握を促進
　・　競争力のあるスギ・ヒノキ内装材等の開発及び普及を推進

台　湾 　 5 千 50 百万円

　・　丸太，製材品等の安定的供給体制の確立を促進
　・　海外バイヤーの招へい等による，県産材の認知度向上や付加価値の高い製
　　材品等の輸出拡大に向けたＰＲを展開
　・　鹿児島県産材輸出サポーターと連携して実儒者ニーズ等の把握を促進
　・　競争力のあるスギ・ヒノキ内装材等の開発及び普及を推進

アメリカ X X

　・　鹿児島県産材輸出サポーターと連携して実儒者ニーズ等の把握を促進
　・　海外バイヤーの招へい等による，県産材の認知度の向上や付加価値の高い
　　製材品等の輸出拡大に向けたＰＲを展開
　・　製材品等の安定供給体制の確立を促進

合　計 　112 千 1,222 百万円

約21～26億円

輸　出
相手国・地域

2016年度（平成28年度）
（現状）

2025年度（平成37年度）
（目標年度） 取組内容

輸出額

3
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ケ　水産物 （養殖ブリ・カンパチ等）

輸出量 輸出額

北　米 3,456 t 5,810 百万円

　・　県産水産物輸出先として９割を占め，市場は沿岸部に集中
　・　養殖ブリを中心に，カンパチ，カツオが輸出されており，一定の市場が確
　　立していると思料
　・　ＨＡＣＣＰの実施が求められており，今後は更なる商圏拡大(内陸部)を目
　　指し，かごしまのさかな・水産加工品の取扱量の増大を推進
　・　安定的供給，輸出の円滑化が図られるような衛生基準を満たす取組を支援

アジア地域等 199 t 259 百万円

　・　養殖ブリを中心に徐々に伸びてきているところ
　・　今後，人口の増加やＧＤＰの増加，インフラ整備の拡大に伴い需要の伸び
　　が期待出来ることから，積極的に「かごしまのさかな・水産加工品」の新規
　　市場の開拓を図りながら，取扱量の増加，安定的供給への取組を支援
　・　中国については，水産物の輸出に関する施設の認定・登録が厳しい国の一
　　つであり，市場参入に向けた取組については，試験的な取組から大量輸出の
　　段階へと，取扱量の増大を図るとともに，安定的供給や輸出の円滑が図られ
　　るような衛生基準を満たす取組を支援

ＥＵ等 137 t 204 百万円

　・　新興市場であり，現在，ブリを中心にした小規模な輸出が行われていると
　　ころ
　・　今後，需要の拡大が伸びる地域の一つであるが，衛生管理に関する施設の
　　認定・登録が最も厳しい地域
　・　同地域への市場の参入への取組については，生産・加工・流通まで一貫し
　　た製品管理が必要があり，輸出の円滑化を図るとともに，安定的供給や輸出
　　の円滑が図られるような衛生基準を満たす取組を支援

その他 784 t 654 百万円

合　計 4,576 t 6,927 百万円

100～約110億円

輸　出
相手国・地域

2016年度（平成28年度）
（現状）

2025年度（平成37年度）
（目標年度） 取組内容

輸出額

3
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ア　米粉

輸出量 輸出額

ＥＵ等 X X

　・　欧米では，小麦粉などに含まれるタンパク質（グルテン）の摂取により引
　　き起こされる疾患の増加に伴い，米粉などグルテンを含まない（ノングルテ
　　ン）商品のニーズが高い
　・　農林水産省が策定した「米粉製品の普及のためのガイドライン」に基づく
　　「ノングルテン表示」を推進するとともに，米粉製品の輸出拡大に向けた市
　　場調査やマッチング活動を推進

イ　切り花

輸出量 輸出額

香港等 X X

　・　旧正月向けを中心に花の需要があることから，現地のニーズを把握した上
　　で，輸出に向けた取組を展開
　・　生産・流通コストの削減や他品目との混載も前提とした，輸送中の鮮度保
　　持についても検討

約1～1.5千万円

取組内容

輸出額

約0.8～1千万円

輸　出
相手国・地域

2016年度（平成28年度）
（現状）

2025年度（平成37年度）
（目標年度）

（３）今後輸出拡大が期待される品目

輸　出
相手国・地域

2016年度（平成28年度）
（現状）

2025年度（平成37年度）
（目標年度） 取組内容

輸出額

3
9



あ

77



ア　香　港

輸出量 輸出額

牛　肉 516 ｔ 3,683 百万円

　・　外食率が高いため，レストラン等外食産業をターゲットに，ロースやヒレ
　　等の高級部位だけでなく，モモ肉やカタ肉の多様な部位の販売を推進
　・　現地に専門家を派遣し，調理方法（すき焼き，焼き肉等）やカット技術の
    普及を推進
　・　販売指定店制度を活用した販路拡大を推進

豚　肉 187 t 233 百万円

　・　県産豚肉の需要が最も高いため，引き続き，安心・安全な県産豚肉の輸出
　　拡大を推進
　・　「かごしま黒豚」の品質や味についてのＰＲを改めて展開
　・　外食率が高いため，トンカツやしゃぶしゃぶなど日本食レストランをター
　　ゲットに販売を推進

鶏　肉

モミジ（鶏足）
を含む

1,377 t 264 百万円

　・　これまで国内で需要の低い鶏足（モミジ）が中心であり，今後，安心・安
　　全な鶏肉の輸出の拡大を推進
　・　唐揚げや焼き鳥などで需要のある日本食レストランをターゲットに販売を
　　推進
　・　価格は高いものの，平成29年本年５月にかごしまブランドに産地指定され
    た「黒さつま鶏」「さつま地鶏」「さつま若しゃも」の３地鶏の品質や味に
    ついてのＰＲを展開

鶏　卵 563 t 146 百万円
　・　香港は鶏卵を生で食べる習慣がないことから，安心・安全で生食できる卵
　　であるこのとＰＲを展開

さつまいも 121 ｔ 37 百万円

　・　植物検疫の制約がなく，輸出は可能
　・　小さいサイズが好まれることから，産地づくりの中で，ニーズに応じた集
　　荷・選別の取組を展開
　・　香港においては「焼き芋」が，あまり知られていないことから，商談等で
　　積極的なＰＲを展開

きんかん  2.5 t 3 百万円
　・　春節・中秋節等の贈答品として，富裕層をターゲットとした輸出拡大に向
　　けたＰＲを展開
　・　中間層をターゲットとした手頃な価格を訴求した産品の売り込みを推進

養殖ブリ等 X X
　・　所得が高いことから，高級外食・小売向けに航空便での高品質な生鮮品の
　　輸出を行うことが可能であり，頻繁に行われている日本産フェアも活用しつ
　　つ，品質の高い多様な県産水産物を紹介し，ニーズの開拓を推進

その他 X X

合　計 4,495 百万円

約72～90億円

（４）重点国・地域別戦略（国・地域別基礎データ）

輸　出
重点品目

2016年度（平成28年度）
（現状）

2025年度（平成37年度）
（目標年度） 取組内容

輸出額

4
0
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資料：農林水産省「農林水産業の輸出力強化戦略」

(2016年)　　　１，８５３億円



イ　シンガポール

輸出量 輸出額

牛　肉 83 t 590 百万円

　・　外食率が高いため，レストラン等外食産業をターゲットに，ロースやヒレ
　　等の高級部位だけでなく，モモ肉やカタ肉の多様な部位の販売を推進
　・　現地に専門家を派遣し，調理方法（すき焼き，焼き肉等）やカット技術の
    普及を推進
　・　販売指定店制度を活用した販路拡大を推進

豚　肉 90 t 112 百万円

　・　安心・安全な本県産の豚肉の需要が高いため，引き続き，県産豚肉の認知
　　度向上と輸出拡大を推進
　・　販売指定店制度を活用した販路拡大を推進
　・　外食率が高いため，トンカツやしゃぶしゃぶなど日本食レストランをター
　　ゲットに販売を推進

さつまいも  30 t 11 百万円
　・　植物検疫の制約がなく，輸出は可能
　・　所得が高いことから，富裕層をターゲットとした積極的なＰＲを展開

きんかん 0.5 t 1 百万円
　・　所得が高く，果物を好んで食べることから，商談等で県産かんきつ類もあ
　　わせた積極的なＰＲを展開

養殖ブリ等 X X
　・　所得が高いことから，高級外食・小売向けに航空便での高品質な生鮮品の
　　輸出を行うことが可能であり，セミナー等により品質の高い多様な県産水産
　　物を紹介し，ニーズの開拓を推進

その他 X X

合　計 733 百万円

約12～17億円

輸　出
重点品目

2016年度（平成28年度）
（現状）

2025年度（平成37年度）
（目標年度） 取組内容

輸出額

4
2
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資料：農林水産省「農林水産業の輸出力強化戦略」

２３４億円 (2016年)　　　



ウ　台　湾

輸出量 輸出額

牛　肉 － －

　・　平成29年9月より牛肉輸出が解禁
  ・　日本産品は，高品質で安全との評価が浸透しており，また，親日で日本各
　　地の知識も豊富な国であることから，安心・安全な「鹿児島和牛」の輸出拡
　　大を推進
　・　すき焼きやしゃぶしゃぶ等日本食レストランをターゲットに販売を推進

豚　肉 44 t 55 百万円

　・　「かごしま黒豚」の認知度が高く，需要が最も多い国であり，引き続き，
　　安心・安全な「かごしま黒豚」の輸出拡大を推進
　・　販売指定店制度を活用した販路拡大を推進
　・　日本食レストランをターゲットにトンカツやしゃぶしゃぶ等の販売を推進

お　茶 76 t 46 百万円
　・　輸出は増加傾向にあるが，単価は他地域向けと比べて低く，中国産茶との
　　競合があることから，安心・安全で良質な比較的安価な商品の提供に向けた
　　取組を支援

さつまいも 20 t 7 百万円

　・　残留農薬のポジティブリスト制が導入されており，残留農薬基準が日本国
　　内と異なることから，台湾の基準に合わせた生産を推進
　・　甘みが強く，調理しやすい小サイズのものが好まれることから，産地づく
　　りの中で，ニーズに応じた集荷・選別の取組を展開

きんかん 　4 ｔ 6 百万円

　・　残留農薬のポジティブリスト制が導入されており，残留農薬基準が日本国
　　内と異なることから，台湾の基準に合わせた生産を推進
　・　春節・中秋節等の贈答品として，富裕層をターゲットとした積極的なＰＲ
　　を展開

木　材
（丸太）

　 5 千 50 百万円

　・　丸太，製材品等の安定的供給体制の確立を促進
　・　海外バイヤーの招へい等による，県産材の認知度向上や付加価値の高い製
　　材品等の輸出拡大に向けたＰＲを展開
　・　鹿児島県産材輸出サポーターと連携して実儒者ニーズ等の把握を促進
　・　競争力のあるスギ・ヒノキ内装材等の開発及び普及を推進

養殖ブリ等 X X

　・　親日で日本各地の知識も豊富であることから，本県の多様な近海産鮮魚のＰ
　　Ｒしながら，本県からの距離の近さを生かした鮮魚での輸出などを推進
　・　近年，鹿児島空港を活用した鮮魚類を中心とした水産物の輸出が伸びている
　　ところ

その他 X X

合　計 370 百万円

約５～6.6億円

輸　出
重点品目

2016年度（平成28年度）
（現状）

2025年度（平成37年度）
（目標年度） 取組内容

輸出額

4
4
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資料：農林水産省「農林水産業の輸出力強化戦略」

９３１億円 (2016年)　　　



エ　タ　イ

輸出量 輸出額

牛　肉 25 t 179 百万円

　・　レストラン等外食産業をターゲットに，ロースやヒレ等の高級部位だけで
　　なく，モモ肉やカタ肉の多様な部位の販売を推進
　・　現地に専門家を派遣し，調理方法（すき焼き，焼き肉等）やカット技術の
　　普及を推進

さつまいも 31 t 10 百万円
　・　植物検疫証明書を添付することで，輸出は可能
　・　日本ブランドの認知度が高く，首都「バンコク」は所得が高いことなどか
　　ら，商談等で積極的なＰＲを展開

養殖ブリ等 X X
　・　日本からの加工原料用水産物の輸出は多いが，小売・外食向けの輸出は，
　　まだ少ないことから，まずは，首都バンコクで，日本食レストランや百貨店
　　などに季節性に応じた多様な県産水産物の紹介を展開

その他 X X

合　計 370 百万円

約4.2～4.6億円

輸　出
重点品目

2016年度（平成28年度）
（現状）

2025年度（平成37年度）
（目標年度） 取組内容

輸出額

4
6
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資料：農林水産省「農林水産業の輸出力強化戦略」

(2016年)　　　３２９億円



オ　中　国

輸出量 輸出額

木　材
（丸太等）

　103 千 1,103 百万円

　・　丸太，製材品等の安定的供給体制の確立を促進
　・　海外バイヤーの招へい等による県産材の認知度向上や付加価値の高い製材
　　品等の輸出拡大に向けたＰＲを展開
　・　鹿児島県産材輸出サポーターと連携した実儒者ニーズ等の把握を促進
　・　競争力のあるスギ・ヒノキ内装材等や，木構造設計規範の改定を見据えた
　　製材品の開発及び普及を推進

養殖ブリ等 X X

　・　水産物の輸出に関する施設の認定・登録が厳しい国の一つであり，市場参
　　入に向けた取組については，試験的な取組から大量輸出の段階へと，取扱量
　　の増大を図るとともに，安定的供給や輸出の円滑が図られるような衛生基準
　　を満たす取組を支援
　・　安定的供給や輸出の円滑が図られるような衛生基準を満たす取組を支援

合　計 －－ －－

約19.6～24.3億円

輸　出
重点品目

2016年度（平成28年度）
（現状）

2025年度（平成37年度）
（目標年度） 取組内容

輸出額

4
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資料：農林水産省「農林水産業の輸出力強化戦略」

８９９億円 (2016年)　　　



カ　韓　国

輸出量 輸出額

木　材
（丸太等）

　4 千 69 百万円

　・　丸太，製材品等の安定的供給体制の確立を促進
　・　海外バイヤーの招へい等による県産材の認知度向上や付加価値の高い製材
　　品等の輸出拡大に向けたＰＲを展開
　・　鹿児島県産材輸出サポーターと連携して実儒者ニーズ等の把握を促進
　・　競争力のあるスギ・ヒノキ内装材等の開発及び普及を推進

水産物 X X
　・　本県からの距離が近く，日本食レストランも多いことから，県産水産物の
　　安全性のPRを進めるとともに，外食向けに本県の多様な魚種の紹介を進め，
　　活・生鮮での輸出拡大を推進

合　計 －－ －－

約1.2～1.5億円

輸　出
重点品目

2016年度（平成28年度）
（現状）

2025年度（平成37年度）
（目標年度） 取組内容

輸出額

5
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資料：農林水産省「農林水産業の輸出力強化戦略」

５１２億円 (2016年)　　　



キ　アメリカ

輸出量 輸出額

牛　肉 121 t 863 百万円

　・　高級牛肉としての和牛が認知されており，主要都市の高級レストランへ，
　　ステーキ用高級部位の販売を推進
　・　ステーキを家庭で消費する文化があることから，高所得者層に向けて，高
　　級スーパーへの販路開拓を推進
　・　現地に専門家を派遣し，調理方法（すき焼き，焼き肉等）やカット技術の
　　普及を推進

お　茶 29 t 64 百万円

　・　健康志向を背景としたニーズが高く，カフェ等で緑茶，緑茶飲料，抹茶加
　　工品を扱う店舗が増えており，現地デスクを活用した情報収集活動等による
　　販路開拓を推進
  ・　特に，抹茶はラテパウダーや菓子等の加工用を中心に流通しており，多様
　　な需要に対応したバリエーション豊かな商品づくりによる輸出拡大を推進

養殖ブリ等 3,456 t 5,810 百万円

　・　県産水産物輸出先として９割を占め，市場は沿岸部に集中
　・　養殖ブリを中心に，カンパチ，カツオが輸出されており，一定の市場が確
　　立していると思料
　・　ＨＡＣＣＰの実施が求められており，今後は更なる商圏拡大(内陸部)を目
　　指し，かごしまのさかな・水産加工品の取扱量の増大を推進
　・　安定的供給，輸出の円滑化が図られるような衛生基準を満たす取組を支援

木　材
（丸太等）

X X

　・　鹿児島県産材輸出サポーターと連携して実儒者ニーズ等の把握を促進
　・　海外バイヤーの招へい等による，県産材の認知度の向上や付加価値の高い
　　製材品等の輸出拡大に向けたＰＲを展開
　・　製材品等の安定供給体制の確立を促進

合　計 －－ 6,953 百万円

約100～126億円

輸　出
重点品目

2016年度（平成28年度）
（現状）

2025年度（平成37年度）
（目標年度） 取組内容

輸出額

5
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資料：農林水産省「農林水産業の輸出力強化戦略」

(2016年)　　　１，０４５億円


